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人工種苗生産技術による水産養殖産品JAS

➢ 人口増加に対応するため、世界的に養殖の需要が増加する一方で、天然稚魚に頼る養殖
では、稚魚乱獲が海洋資源の枯渇の原因との指摘。また、SDGsでも海洋水産資源の保全
の目標が設定。

➢ 我が国が先行している、天然稚魚を採補しない人工種苗技術による養殖産品の生産方法
を規格化することにより、次の効果が期待

① 持続可能な養殖及び海洋水産資源の保全に寄与。

② 持続可能な社会形成に寄与している養殖産品であることを流通・販売関係者や消費者
に広く訴求することが可能に。

③ 国内外の取引で求められる情報や信頼を規格・認証で担保。

➢ 環境への影響の低減（周辺環境に影響
を及ぼさない給餌量の維持、薬剤耐性
菌出現抑制のための抗菌剤使用の低減、
定期的な水質検査など）

➢ 養殖中の逃亡・侵入防止措置

➢ 労働者への配慮（安全衛生の維持、自
動強制労働や差別の禁止など）
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